
人口と世帯（平成 19年 9月 1日現在）　1,759 世帯　（±0）　男 2,745 人（-4）　女 2,875（-4）　計 5,620 人（-8）
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　昭和９年に日光国立公園の尾瀬地区として指定され、多く

のハイカーや研究者に愛されてきた尾瀬は、平成１９年８月

３０日、単独の国立公園として指定されました。
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尾
瀬
国
立
公
園
誕
生

尾
瀬
に
関
わ
る
み
な
さ
ん
の
感
想

　

８
月
30
日
、
日
光
国
立
公
園
に
含
ま
れ
て
い
た
尾
瀬
地
域
を
単
独
の
尾
瀬
国
立
公
園
の
指
定
が

官
報
に
告
示
さ
れ
ま
し
た
。
新
た
な
国
立
公
園
の
誕
生
は
、
釧
路
湿
原
国
立
公
園
以
来
20
年
ぶ
り
、

全
国
で
29
番
目
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
既
存
の
国
立
公
園
か
ら
の
分
離
・
独
立
は
始
め
て
で
す
。

　

日
本
の
す
ぐ
れ
た
自
然
の
風
景
地

を
保
護
す
る
と
と
も
に
（
美
し
く
特

色
の
あ
る
海
中
の
景
観
を
含
む
）、

そ
の
利
用
の
増
進
を
図
り
、
国
民
の

保
健
・
休
養
・
教
化
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
国
立
公
園

は
自
然
公
園
制
度
と
い
う
体
系
の
中

に
含
ま
れ
る
制
度
で
、
自
然
公
園
に

は
国
定
公
園
と
都
道
府
県
立
自
然
公

園
も
含
ま
れ
ま
す
。

国
立
公
園
と
は

　

分
離
前
の
日
光
国
立
公
園
は
約
14

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
内
、
尾
瀬
地
域
は

約
２
万
５
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
積
を

有
し
て
い
ま
し
た
。

　

尾
瀬
国
立
公
園
は
環
境
省
が
内
規

で
定
め
て
い
る
国
立
公
園
の
必
要
面

積
３
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
満
た
な
い
た

め
は
図
１
に
あ
る
よ
う
に
福
島
県
の

会
津
駒
ヶ
岳
、
福
島
・
栃
木
県
境
の

田
代
・
帝
釈
山
地
域
な
ど
約
１
万
ヘ

ク
タ
ー
ル
が
編
入
さ
れ
尾
瀬
国
立
公

園
は
誕
生
し
ま
し
た
。

単
独
化
さ
れ
た
地
域

国
立
公
園
単
独
化
記
念
事

　

片
品
村
で
は
、
単
独
化
に
先
が
け

て
６
月
24
日
か
ら
７
月
13
日
ま
で
尾

瀬
国
立
公
園
単
独
化
記
念
事
業
の
一

般
公
募
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
現
在
予
定
さ
れ
て
い
る
記
念
事
業

は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
尾
瀬
ブ
ラ
ン
ド
の
認
定

　
　
　
　
　
　
　
　

19
年
４
月
〜

・
演
劇
ス
ク
ー
ル

　
　

尾
瀬
の
郷
オ
ゾ
ン
シ
ア
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

19
年
８
月
〜

・
単
独
化
記
念
特
別
広
告

　
　
　
　
　
　
　
　

19
年
９
月

・
尾
瀬
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　

19
年
９
月
15
日

・
尾
瀬
の
森
映
画
祭
開
催　

　
　
　
　
　
　
　
　

19
年
10
月
６
日

・
音
楽
祭
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　

20
年
８
月

・
尾
瀬
文
学
賞
の
創
設

　
　
　
　
　
　
　
　

20
年

※

事
業
開
催
時
期
は
変
更
す
る
場
合

　

も
あ
り
ま
す

尾
瀬
国
立
公
園
、
誕
生

　

昭
和
九
年
、
我
が
国
に
国
立
公
園

が
誕
生
し
て
以
来
、
七
十
三
年
の
永

い
歴
史
の
中
で
今
回
初
め
て
、
一
つ

の
国
立
公
園
か
ら
分
離
独
立
し
た
尾

瀬
国
立
公
園
が
誕
生
致
し
ま
し
た
。　
　

　

こ
の
実
現
に
向
け
て
御
尽
力
頂
き

ま
し
た
多
く
の
関
係
者
の
皆
様
方
に

尾
瀬
の
郷
片
品
村
長
と
致
し
ま
し
て

厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
が
国
で
二
十
年
ぶ
り
に
指
定
さ

れ
た
尾
瀬
国
立
公
園
は
、
自
然
環
境

保
護
の
原
点
で
も
あ
り
、
又
、
正
に

自
然
の
宝
庫
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

尾
瀬
国
立
公
園
は
村
の
宝
で
あ
る
と

共
に
日
本
国
の
宝
で
も
あ
り
ま
す
。

　

国
立
公
園
の
指
定
を
契
機
と
し
て
、

未
来
に
向
け
て
今
後
も
自
然
を
守
り

つ
つ
、
片
品
村
の
さ
ら
な
る
発
展
に

活
か
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

片
品
村
長　

千
明
金
造

番号 公園名

 1    利尻礼文サロベツ

２　知床

３　阿寒

４　釧路湿原

５　大雪山

６　支笏洞爺

７　十和田八幡平

８　 陸中海岸

９    磐梯朝日

10   日光

12   上信越高原

13   秩父多摩甲斐

14   小笠原

15   富士箱根伊豆

番号 公園名

16    中部山岳

17    白山

18    南アルプス 

19    伊勢志摩

20    吉野熊野

21    山陰海岸

22    瀬戸内海

23    大山隠岐

24    足摺宇和海

25    西海

26    雲仙天草

27    阿蘇

28    霧島屋久

29    西表

日本の国立公園一覧

会津駒ケ岳

図　１

帝釈山

田代山

日光地域尾瀬地域

日光国立公園から編入される区域 ( 尾瀬地域 )
新たに国立公園区域に編入される区域

　

多
く
の
期
待
を
う
け
、
待
ち

に
待
っ
た
単
独
「
尾
瀬
国
立
公

園
」
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
尾
瀬
は
「
荒
廃
」「
保

護
」
の
歴
史
を
経
て
「
適
正
利

用
」
時
代
に
入
っ
た
と
い
え
ま

す
。　

み
ん
な
で
知
恵
を
出
し

合
っ
て
、
多
く
の
人
が
楽
し
ん

で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

尾
瀬
国
立
公
園
を
歓
迎
す
る

ひ
と
り
で
す
。
し
か
し
こ
れ
ま

で
の
尾
瀬
地
区
に
加
え
て
会
津

駒
ヶ
岳
、
帝
釈
山
、
そ
し
て
田

代
山
等
、
会
津
の
山
々
が
含
ま

れ
て
面
積
が
約
１
．
４
７
倍
に

な
り
ま
す
か
ら
、
新
し
い
「
尾

瀬
」
を
ど
う
位
置
づ
け
て
利
用

し
て
い
く
の
か
、
関
係
者
の
英

知
が
試
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
達
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
は
、

尾
瀬
の
自
然
解
説
・
事
故
防
止

等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
尾

瀬
国
立
公
園
の
名
に
恥
じ
な
い

よ
う
に
又
、
こ
れ
か
ら
も
訪
れ

る
多
く
の
お
客
様
に
喜
ん
で
頂

け
る
様
会
員
一
同
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

尾
瀬
の
入
山
者
は
昔
に
比
べ

て
激
減
し
て
い
る
中
で
、
単
独

化
国
立
公
園
と
し
て
一
度
尾
瀬

を
訪
れ
た
ハ
イ
カ
ー
に
又
尾
瀬

に
来
た
い
と
思
わ
れ
る
様
な
努

力
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
。　

尾
瀬
国
立
公

園
誕
生
に
係
わ
っ
た
多
く
の
皆

さ
ん
、
お
つ
か
れ
様
で
し
た
。

　

私
た
ち
が
普
段
、
授
業
等
で

利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
尾

瀬
が
、「
尾
瀬
国
立
公
園
」   

と

し
て
新
し
く
誕
生
す
る
と
聞
い

て
、
ち
ょ
っ
と
嬉
し
く
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
日
本
の

大
切
な
財
産
と
し
て
多
く
の
人

た
ち
に
尾
瀬
の
こ
と
を
考
え
て

ほ
し
い
で
す
。

　

民
宿
旅
館
連
合
会
と
し
て
は
、

尾
瀬
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
よ

る
来
村
者
の
増
加
を
期
待
し
た

い
。
た
だ
、
入
山
者
の
増
加
が

尾
瀬
の
魅
力
を
損
な
う
危
機
感

も
か
な
り
高
い
と
思
う
。
保
護

を
無
視
せ
ず
入
山
者
を
増
や
す

方
法
を
我
々
村
民
が
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

尾瀬山小屋組合長
白石光孝さん

尾瀬の郷親善大使
新井幸人さん

片品山岳ガイド協会長
松浦和男さん

片品村民宿旅館連合会長
千明　勉さん

尾瀬高等学校自然環境科
２年　萩原　舞さん

片品村遭難対策救助隊
副隊長　萩原博美さん

　　指定年月日

昭和４９年　９月２０日

昭和３９年　６月　１日

昭和　９年１２月　４日

昭和６２年　７月３１日

昭和　９年１２月　４日 

昭和２４年　５月１６日

昭和１１年　２月　１日 

昭和３０年　５月　２日 

昭和２５年　９月　５日

昭和　９年１２月　４日

昭和２４年　９月　７日 

昭和２５年　７月１０日

昭和４７年１０月１６日 

昭和１１年　２月　１日

　　指定年月日

昭和　９年１２月　４日

昭和３７年１１月１２日

昭和３９年　６月　１日

昭和２１年１１月２０日

昭和１１年　２月　１日

昭和３８年　７月１５日

昭和　９年　３月１６日

昭和１１年　２月　１日

昭和４７年１１月１０日

昭和３０年　３月１６日

昭和　９年　３月１６日

昭和　９年１２月　４日

昭和　９年　３月１６日

昭和４７年　５月１５日

平成１９年　８月３０日11　尾瀬

福島県
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尾 

瀬 

サ 

ミ 

ッ 

ト 

２
０
０
７  

開 

催 
　

尾
瀬
の
環
境
保
全
な
ど
を
協
議
す

る
「
尾
瀬
サ
ミ
ッ
ト
」
が
８
月
31
日

国
民
宿
舎
尾
瀬
ロ
ッ
ジ
で
群
馬
、
福

島
、
新
潟
県
の
各
知
事
、
東
京
電
力

副
社
長
ら
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
前
日
の
30
日
に
は
念
願
で

あ
っ
た
「
尾
瀬
国
立
公
園
」
が
29
番

目
の
国
立
公
園
と
し
て
誕
生
し
、
鳩

待
峠
登
山
口
の
公
園
看
板
除
幕
式
や

尾
瀬
国
立
公
園
記
念
事
業
実
行
委
員

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
尾
瀬
サ

ミ
ッ
ト
で
は
新
し
い
国
立
公
園
の
ロ

ゴ
マ
ー
ク
の
発
表
や
、
松
浦
和
男
さ

ん
一
家
ら
３
県
か
ら
集
ま
っ
た
各
親

子
３
代
に
よ
る
「
尾
瀬
国
立
公
園
宣

言
」
を
行
い
、
こ
れ
か
ら
も
尾
瀬
の

保
護
と
適
正
利
用
を
進
め
て
い
く
事

を
確
認
し
ま
し
た
。

　
「
尾
瀬
国
立
公
園
宣
言
」

尾
瀬
国
立
公
園
宣
言

尾瀬サミット集合写真

１
，
尾
瀬
の
保
護
と
利
用
を
科
学
的

　
　

に
考
え
、
保
護
を
越
え
な
い
利

　
　

用
を
行
い
ま
す
。

２
，
尾
瀬
国
立
公
園
と
そ
の
周
辺
地

　
　

域
を
、
多
く
の
人
々
と
と
も
に

　
　

保
護
し
、
賢
明
な
利
用
を
図
り

　
　

ま
す
。

３
，
尾
瀬
保
護
の
精
神
を
広
く
人
々

　
　

に
伝
え
、
環
境
保
全
に
対
す
る

　
　

意
識
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

４
，
み
ん
な
の
宝
で
あ
る
尾
瀬
国
立

　
　

公
園
を
、
み
ん
な
で
守
る
た
め

　
　

の
仕
組
み
を
作
り
、 
広
く
サ

　
　

ポ
ー
ト
を
呼
び
か
け
ま
す
。

  

片 

品 

の 

景 

観 

写 

真 

コ 

ン 

テ 

ス 

ト 

　

第
３
回
片
品
村
「
今
残
し
た
い
片
品
の
景
観
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し

ま
し
た
と
こ
ろ
村
内
外
か
ら
１
７
４
作
品
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

８
月
23
日
（ 

木 

）、
役
場
農
林
研
修
室
に
お
い
て
、
日
本
写
真
協
会
会
員
、

新
井
幸
人
氏
を
お
招
き
し
、
審
査
会
を
行
い
ま
し
た
。

結
果
は
、
下
記
表
の
と
お
り
で
す
。

 

氏   名  画   題  受  賞  名  
岩 井 辰 太 郎 星 と天 王 櫻 片 品 村 長 賞 
小 林 恒 男 雪 中 ソーラン踊 り 片 品 村 議 長 賞 
吉 田 勉  真 夜 中 の桜 片 品 村 議 長 賞 
小 野 正 宏 里 桜 片 品 村 農 協 長 賞 
狩 野 正 春 学 舎 の舎 片 品 村 商 工 会 長 賞 
林  良 雄 霧 のブナ林 片 品 村 森 林 組 合 長 賞 
須 甲 新 喜 司 夏 の思 い出 片 品 村 観 光 協 会 長 賞 
多 胡 順 子 白 根 山 初 冠 雪 片品村むらづくり観光課長賞 
小 林 富 夫 夏 の山 脈 片 品 村 景 観 審 議 会 長 賞 
しめぎ光 男 夏 の朝 尾 瀬 特 別 賞 

他  特 選 １０作 品、 入 選 ２０作 品 

　

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
に
た
く
さ
ん
の

ご
応
募
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
写
真
展
を
９
月
13
日
か
ら

15
日
ま
で
、
新
宿
駅
西
口
広
場
イ
ベ

ン
ト
コ
ー
ナ
ー
に
て
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

尾瀬の郷親善大使でもある
審査員の新井幸人さん

  

尾 

瀬 

ブ 

ラ 

ン 

ド 

委 

員 

会 
　

尾
瀬
ブ
ラ
ン
ド
委
員
会
（
会
長　

進
士
猛
）
は
、
尾
瀬
の
郷
片
品
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い

安
全
で
質
の
高
い
、
優
れ
た
商
品
を
、「
尾
瀬
の
郷
片
品
の
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
認
定
し
、

村
内
外
へ
宣
伝
を
行
い
、
消
費
拡
大
を
目
指
す
目
的
で
平
成
18
年
７
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

1
年
間
会
議
を
重
ね
認
定
基
準
、
認
定
要
綱
等
の
整
備
や
、
加
工
所
の
視
察
、
生
産
者

と
の
意
見
交
換
会
を
へ
て
認
定
に
向
け
た
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

当
初
は
、
食
品
加
工
の
認
定
を
行
う
予
定
で
す
が
、
将
来
的
に
は
生
鮮
食
品
、
工
業
製

品
に
も
分
野
を
広
げ
る
と
伴
に
、
商
品
化
さ
れ
て
い
な
い
物
品
等
へ
の
指
導
、
助
言
、
生

産
者
間
の
意
見
交
換
会
等
も
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

針山の湧水

広 報 か た し な        H19 . 9
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ぐ 

ん 

ま 

地 

域 

創 

造 

フ 

ォ 

ー 

ラ 

ム 

を 

開 

催

　

７
月
29
日
・
30
日
の
２
日
間
、
尾
瀬
岩
鞍
ゆ
り
園
内
オ
ク
タ
に
て
、
ぐ
ん
ま
地

域
創
造
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
北
は
岩
手
県
か
ら
南
は
高
知
県
ま
で
全
国
か
ら
66
名
が
集
い
、
こ

れ
か
ら
の
地
域
の
あ
り
か
た
や
地
域
活
動
の
取
組
。
尾
瀬
国
立
公
園
の
誕
生
を
控

え
、
尾
瀬
の
将
来
、
活
用
に
つ
い
て
も
活
発
な
討
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
か
ら
、
村
民
の
方
と
尾
瀬
高
校
生
を
含
む
約
20
名
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、

尾
瀬
高
校
２
年
生
入
澤
さ
ん
か
ら
、
小
、
中
学
校
９
年
間
で
取
り
組
ん
だ
尾
瀬
学

習
や
高
校
で
学
ん
だ  

「
湿
原
の
荒
廃
」    

「
鹿
の
動
向
」
等
、
調
査
に
基
づ
い
た
発

言
も
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

尾瀬高生徒も活発な発言

  

蕨
市
機
祭
り
・
川
口
市
た
た
ら
祭
り
に
参
加
し
ま
し
た

　

８
月
４
日
・
５
日
の
２
日
間
、
蕨
市
機
祭

り
及
び
川
口
市
た
た
ら
祭
り
が
開
催
さ
れ
、

片
品
村
も
そ
れ
ぞ
れ
の
祭
り
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

朝
取
り
新
鮮
野
菜
の
販
売
や
、
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
等
を
通
じ
て
、
片
品
村
を

広
く
宣
伝
し
ま
し
た
。

　

野
菜
は
好
評
で
、
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い

る
方
や
、
初
め
て
購
入
さ
れ
た
多
く
の
方
か

ら
「
お
い
し
い
」
と
賞
賛
の
声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

蕨
市
機
祭
り
の
様
子

は
た

  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
音
響
セ
ッ
ト
を
整
備

   

（
財
） 

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
音
響
機
器

を
８
セ
ッ
ト
購
入
し
ま
し
た
。
購
入
し

た
音
響
機
器
は
各
区
に
配
布
し
、
各
種

事
業
や
会
議
等
の
際
に
利
用
さ
れ
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ
の
収
益

金
を
活
用
し
た
も
の
で
、
明
る
い
街
作

り
や
福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

音響セット

  

エ 

ク 

ス 

テ 

ラ 

ジ 

ャ 

パ 

ン 

丸 

沼 

大 

会

　

８
月
25
日
、
丸
沼
温
泉
環
湖
荘
周

辺
を
会
場
と
し
て
、
エ
ク
ス
テ
ラ
ジ

ャ
パ
ン
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
丸
沼

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
イ
ム
・
バ
イ
ク
・
ト
レ
イ
ル
ラ

ン
か
ら
な
る
オ
フ
ロ
ー
ド
版
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
競
技
に
は
約
２
０
０
名
の

選
手
が
参
加
し
、
迫
力
あ
る
レ
ー
ス

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
26
日
に
は
日

光
白
根
山
を
極
め
る
30
キ
ロ
山
岳
マ

ラ
ソ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
４
回
目
を
迎
え
、
片
品
村

か
ら
の
参
加
者
も
年
々
増
加
し
、
今

回
は
８
名
の
方
が
健
闘
し
ま
し
た
。

　

厳
し
い
レ
ー
ス
で
し
た
が
、
丸
沼

の
素
晴
ら
し
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中

で
レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）
千
明
村
長
か
ら
優
勝
者
へ
片
品
村
長
杯
の
贈
呈

レースの様子

広 報 か た し な        H19 . 9
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区
対
抗
野
球
大
会
兼
町
内
対
抗
野
球
片
品
予
選
会 

　

８
月
１
か
ら
10
日
に
か
け
て
片
品

中
学
校
校
庭
を
会
場
に
、
第
16
回
区

対
抗
野
球
大
会
兼
平
成
19
年
度
町
内

対
抗
野
球
片
品
予
選
会
が
ナ
イ
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
１
回
戦
か
ら
勝
ち
進
ん
だ

第
１
区
と
第
８
区
が
決
勝
戦
で
対
戦

し
、
接
戦
の
末
４
対
２
で
、
第
８
区

が
優
勝
の
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
優
勝
し
た
第
８
区
は
、
９
月

17
日
か
ら
み
な
か
み
町
月
夜
野
総
合

グ
ラ
ン
ド
野
球
場
で
開
催
さ
れ
る
第

優
勝　

 　

第
８
区

準
優
勝 　

第
１
区

 

第
３
位 　

第
６
区

〃　

 　

第
５
区

優
勝
を
決
め
た
８
区
の
選
手

53
回
群
馬
県
町
内
対
抗
野
球
利
根
沼

田
支
部
予
選
会
に
片
品
村
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
す
。

　

役
員
、
審
判
員
並
び
に
選
手
の
皆

さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

大
会
の
結
果
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

試
合
の
様
子

  

夏
の
イ
ベ
ン
ト
で
活
躍
・
・
尾
瀬
太
鼓
愛
好
会

　

暑
か
っ
た
夏
も
終
わ
り
、
や
っ
と
過
ご
し
や
す
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。　

　

今
年
の
夏
も
村
内
外
で
尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
の
太
鼓
の
音
が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。

　

７
月
、
８
月
に
演
奏
し
た
イ
ベ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

７
月
14
日　

越
本
夏
祭
り

７
月
21
日　

東
小
川
夏
祭
り

７
月
28
日　

笠
科
神
社
夏
祭
り

７
月
31
日　

尾
瀬
戸
倉
温
泉
納
涼
花
火
大
会

８
月
12
日　

桜
花
苑
ま
つ
り

８
月
19
日　

上
州
の
夏
祭
り　
　
（
群
馬
県
庁
）

８
月
25
日　

エ
ク
ス
テ
ラ
ジ
ャ
パ
ン　
（
丸
沼
）

各
会
場
で
応
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

上州の夏祭り

  

活
動
紹
介
⑤　

古
文
書
研
究
会

　
　

会
長　

大
久
保
勝
実
さ
ん

　

片
品
村
の
古
文
書
研
究
は
旧
利
根

村
大
原
の
青
木
弥
五
郎
先
生
を
師
と

し
て
、
平
成
５
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

研
究
す
る
文
書
は
、
西
暦
１
８
０

０
年
頃
か
ら
の
も
の
で
、
徳
川
幕
府

時
代
の
文
書
な
ど
を
会
員
が
持
ち
寄

り
ま
す
。
解
読
し
た
文
書
は
清
書
・

仮
名
ふ
り
さ
れ
片
品
古
文
書
研
究
集

と
し
て
発
刊
し
て
き
ま
し
た
。
初
版

は
、
平
成
９
年
に
、
こ
の
10
月
に
は

第
９
巻
を
発
刊
予
定
で
す
。
古
文
書

に
は
、
時
代
ご
と
の
地
域
の
暮
ら
し

や
文
化
財
に
関
す
る
こ
と
な
ど
が
書

か
れ
て
あ
り
、   

解
読
す
る
こ
と
に

宝
く
じ
は
群
馬
県
内
の
売
り
場
で

お
買
い
求
め
下
さ
い

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ボ
宝
く
じ
の
賞
金
は
、

１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
２
億
円
で
す
。

１
等　
　

１
億
５
千
万
円×

26
本

前
後
賞　

各
２
千
５
百
万
円

２
等　
　

１
千
万
円×

26
本

３
等　
　

百
万
円×

２
６
０
本

　

発
売
期
間
は
、
平
成
19
年
10
月
１
日

か
ら
平
成
19
年
10
月
19
日
。

　

抽
せ
ん
日
は
、
平
成
19
年
10
月
24
日
。

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の

明
る
い
街
づ
く
り
や
環
境
対
策
、
高
齢

化
対
策
な
ど
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
の

た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

よ
っ
て
、
片
品
村
の
人
た
ち
の
江

戸
時
代
や
明
治
の
暮
ら
し
が
わ
か

る
と
も
い
い
ま
す
。

研究の様子

自慢料理

07 広 報 か た し な        H19 . 9

わが 家 の 自 慢 料 理
トマトと大豆のスープ 作成者　千明　富江さん（摺淵）

材 料　４人分

１人分の栄養価　　　ｴﾈﾙｷﾞ ：ー１０８Kcal　　　蛋白質：６.４ｇ　　　脂質：４.５ｇ　　　塩分：１.６ｇ

作り方

トマトの効能

トマトを使った料理

・カリウム、カロテン、ビタミンＣが含まれている。

・カリウムは体内のナトリウムを排泄して血圧を下げる。

・トマトの赤い色はカロテンの１つのリコピンで、抗酸化作用があり、活性酸素を消す働きをするため、がんの

　抑制に効果的に働く。

・低カロリーで少量でも満腹感を得られるので、ダイエット中の人には最適な野菜。

ゆで大豆………１６０ｇ

トマト…………２個　 

玉ねぎ…………1/2 個

にんにく………１かけ

サラダ油………大さじ 1/2

 水……………４カップ

固形ｽｰﾌﾟの素…２個

スープ

塩・こしょう…各少々

パセリ…………適宜
ワンポイント：・トマトの酸味が味のアクセントになります。
　　　　　　　・「畑の肉」である大豆を加えた栄養満点スープです。

①鍋に油を熱し、みじん切りにしたニンニクを炒

　め、５㎜幅くらいに切った玉ねぎを炒める。

②トマトは種を取り除き、ざく切りにし、大豆と

　一緒に①の中に入れ、さっと炒める。

③②にスープを加え、トマトが軟らかくなって、

　味がなじむまで煮る。

④塩、こしょうで味を調える。

⑤器に盛り、パセリのみじん

　切りを散らす。

＊午後１時３０分～５時３０分開室

＊　　　はお休みです。

図 書 室 カレンダー 10 月り図 書 室 だ よ 読んでみませんか ?
「図書館戦争」有川浩　著

前略・お父さんお母さん。無事に図書館員になった
私は、毎日元気に軍事訓練に励んでいます・・恣意
的な検閲が合法化された世界で、それに対抗できる
のは公共図書館だけ。法の名の下になすすべなく
 「狩られて」   いく本たちを守るために、  図書館防衛
員・郁は戦う！「図書館」の姿を独自の視点で描き
出す傑作。

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

月 火 水 木 金 土日

31
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教育・生涯学習

教 

育 

委 

員 

会 

�
10
月 

� 

諸 

行 

事

・片品カレッジＦ　ほたか星空観察会②  
・片品カレッジＨ　体で楽しもう①　　
　　　　　そば打ち茶和会 
・第 50 回村民ゴルフ大会 
・壮年ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ秋のﾄｰﾅﾒﾝﾄ大会
・第 8回片品射撃クラブ大会  
・第 45 回家庭婦人ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会
☆学校関係
・就学時健康診断
・郡市小学生陸上記録会 
・伝統芸能教室（小学校）
・片品村教育研究会授業交流会
　　　　　　　（会場片小）
◇片小 
・6年尾瀬学習②
・1～ 4年バス旅行 
・友遊クラブ
・クリーン大作戦
・校内マラソン大会
・演劇教室
・県小学校家庭科研究大会
・避難訓練（火災）
◇北小 
・1～ 5年バス旅行
・PTA 親子ふれあい活動
　（3.4 年グランドゴルフ・5.6 年わらじづくり）
・校内マラソン大会
◇南小 
・昔の遊び（1･2 年）   　      
・ＰＴＡ奉仕作業
・なかよし集会（3･4 年）
・校内マラソン大会
・にこにこ集会
◇武尊根小 
・森林学習
・武尊根子ども教室
・グラウンドゴルフ交流会
・武尊根記録会⑥
◇片中       
・環境奉仕日⑦
・1年自然観察会
・ＰＴＡ合同役員会
・中間テスト 
・郡市駅伝大会
・1日公開参観日④ 
・2年職業体験
・1年職場見学 

9 日 ( 火 )

21 日 ( 日 )
中旬
中旬
下旬
下旬

5日 ( 金 )
10 日 ( 水 )
12 日 ( 金 )
29 日 ( 月 )

3 日 ( 水 )
4 日 ( 木 )
15 日 ( 月 )
17 日 ( 水 )
19 日 ( 金 )
24 日 ( 水 )
25 日 ( 木 )
30 日 ( 火 )

3 日 ( 水 )

17 日 ( 水 )

 2 日 ( 火 )
13 日 ( 土 )･30 日 ( 火 )

26 日 ( 金 )
             25 日 ( 木 )
                 31 日 ( 水 )

4 日 ( 木 )
　 11 日 ( 木 )･25 日 ( 木 )

       19 日 ( 金 )
             　24 日 ( 水 )

                  12 日 ( 金 )
                 17 日 ( 水 )
            18 日 ( 木 )

　　　22 日 ( 月 ) ～ 26 日 ( 金 )
                25 日 ( 木 )

　　　　　　　　  3 日 ( 水 )
　　　　　      4 日 ( 木 )

             10 日 ( 水 )

☆生涯学習・社会体育関係

11 日 ( 木 )

※

予
定
が
変
更
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い

真
夏
の
ひ
と
と
き
親
子
で

　
　
　
　
　
　
　

作
品
づ
く
り 

こんにちは。わたしはローラ・タジマです。

　片品の学校で、 新しい ALT として働けることにワクワクしています｡

　私は、アメリカのマサチューセッツ州のボストンから来ました。

ボストンは、みなさんご存じの “ダイスケ” とアメリカの一番の野球

チーム、“レッドソックス” のホームでもあります。

　私は、“片品村” に大変感銘を受けています。 “ユリ” を山に見に行っ

たり、吹割の滝にも行きました。  尾瀬に行きたくてたまりません。 私

は、 アウトドアがとても好きです。寒くなる前にできるだけハイキン

グに行きたいと思いますし、 スノーボードも覚えたいと思います。も

し、誰かスノーボードを教えてくれる方をご存じでしたら、 私に教え

てください。また、私はスポーツも好きです。私は、フィールドホッ

ケー、ラクロス、ソフトボール、バスケットボールをしてきました。

また、暇なときには走ったり、水泳をしたり、テニスをするのも好き

です。できる限りたくさんの人と会えることを楽しみにしています。

もし、英語が上手になりたいという方がいましたら、  一緒にハイキン

グに行ったり、スポーツをしたりしましょう。私は､フレンドリーで、 

冒険好きです。なんでも新しいことに挑戦したいと思っています。

ロ ー ラ 通 信

I am excited to be the new ALT at the 
Katashina schools. I am from Boston, 
Massachusetts in America. 
Boston is also home of the great Daisuke
and the best baseball team in the U.S., 
the Red Sox! I have already been extremely 
impressed with Katashina. saw the yurison the mountains and the 
Fukiware-no-Taki. I can’ t wait to make it out to Oze. I really enjoy the 
outdoors. I hope to go on as many hikes as I can before the weather 
gets too cold and then I hope to learn how to snowboard. If you know 
any good snowboard teachers let me know! I also really enjoy sports.
 I have played field hockey, lacrosse, softball, and basketball. I also like 
to run, swim and play tennis in my free time. I am looking forward to 
meeting as many of you as I can.If you are interested in practicing 
your English, going for hikes, or playing sports please let me 
know! I am friendly and adventurous so I am up for anything new!

Hi! My name is Laura Tajima. 

* ALT 外国語指導助手

子
ど
も
ク
ラ
ブ 

Ｔ
・
Ｋ

　

８
月
11
日
（
土
）
利
根
町
の
若
者

定
住
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
子
ど
も

ク
ラ
ブ
Ｔ 

・ 

Ｋ
の
夏
休
み
作
品
づ
く

り
が
行
わ
れ
、
片
品
村
・
利
根
町
あ

わ
せ
て
約
20
名
の
小
学
生
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
ぎ
こ
ち
な
い
手

つ
き
で
は
さ
み
や
カ
ッ
タ
ー
な
ど
を

使
い
、
段
ボ
ー
ル
や
折
り
紙
な
ど
を

材
料
に
、
飾
り
や
お
も
ち
ゃ
な
ど
を

つ
く
り
ま
し
た
。
と
も
だ
ち
や
、
お

う
ち
の
人
と
一
緒
に
、
楽
し
く
活
動

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
小
学
生
、
保
護
者
を
は

じ
め
、
協
力
し
て
下
さ
っ
た
方
々
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

お
う
ち
の
人
と
力
を
合
わ
せ
て
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芸　

片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

俳　

 

句 　

会

平
成
十
九
年
度
八
月

　
　
　
　
　
　

鎌
田　
　
　
　

吉
野　

道
子

風
鈴
や
う
た
た
ね
の
夢
さ
ま
し
け
り

被
災
地
も
今
宵
照
ら
す
か
夏
の
月

　
　
　
　
　
　

鎌
田　
　
　
　

中
村　

導
子

背
ま
ろ
し
母
と
語
ら
う
夕
端
居

奥
木
曾
の
夏
炉
囲
み
て
聞
く
民
話

　
　
　
　
　
　

東
小
川　
　
　

千
明
ヒ
ロ
子

原
爆
忌
知
ら
ぬ
世
代
の
千
羽
鶴

吾
亦
紅
山
の
ホ
テ
ル
は
霧
の
中

　
　
　
　
　
　

鎌
田　
　
　
　

松
井
亜
作
枝

混
じ
わ
れ
ど
染
ま
ら
ぬ
実
あ
り
梅
を
干
す

洗
い
髪
手
櫛
を
当
て
て
夜
半
の
風

　
　
　
　
　
　

鎌
田　
　
　
　

渡
辺　

和
昭

湿
原
の
星
座
が
こ
ぼ
す
蛍
の
灯

橅
林
の
霧
が
育
む
猿
麻
桛

　
　
　
　
　
　

鎌
田　
　
　
　

星
野　

光
子

早
暁
の
標
高
八
百
ト
マ
ト
も
ぐ

赤
ト
ン
ボ
こ
の
指
止
ま
れ
忍
び
足

　
　
　
　
　
　

鎌
田　
　
　
　

寺
岡　

貞
子

夕
立
ち
の
恵
み
百
花
の
彩
わ
た
る

鰯
雲
尾
瀬
を
愛
す
る
人
の
波

　
　
　
　
　
　

鎌
田　
　
　
　

星
野
ト
ミ
エ

夏
椿
ぽ
と
り
と
落
ち
し
水
た
ま
り

梅
雨
晴
に
季
節
を
知
ら
す
蝉
の
声

　
　
　
　
　

鎌
田　
　
　
　

木
内　

山
人

桜
花
苑
通
え
る
事
の
し
あ
わ
せ
に

つ
ゆ
空
の
降
る
と
も
つ
か
ず
降
ら
ず
と
も

　
　
　
　
　

須
賀
川　
　
　

大
竹　

久
代

泥
の
田
に
浮
く
睡
蓮
の
花
清
し

海
泳
ぐ
ご
と
く
キ
ラ
キ
ラ
金
魚
の
子

　
　
　
　
　

摺
渕　
　
　
　

木
村　

佳
江

眼
の
あ
ひ
し
雉
子
の
子
走
る
木
下
闇

駒
鳥
の
こ
ゑ
こ
ろ
げ
く
る
岩
清
水

　
　
　
　
　

築
地　
　
　
　

千
明
お
さ
む

庭
石
が
火
を
噴
く
よ
う
な
酷
暑
か
な

窓
越
し
に
ひ
ま
わ
り
見
上
げ
点
滴
す

　
　
　
　
　

花
咲　
　
　
　

星
野　

百
姓

墓
洗
う
少
年
墓
に
語
り
か
け

巡
る
盆
千
の
風
た
れ
い
も
う
と
よ

　
　
　
　
　

鎌
田　
　
　
　

星
野　

歌
子

虫
干
や
思
い
出
ひ
と
つ
た
た
み
込
む

髪
上
げ
て
浴
衣
姿
の
少
女
か
な

　
　
　
　
　

摺
渕　
　
　
　

千
明　

新
芽

ふ
ん
わ
り
と
稲
穂
ば
ら
み
て
よ
き
日
和

夏
祭
り
終
り
淋
し
き
下
駄
の
音

　

夕
端
居
＝
ゆ
う
は
し
い　

橅
＝
ぶ
な

　

猿
麻
桛
＝
さ
る
お
が
せ

「郁子さんの山男の話」
片品カレッジＧ　参加者募集

アルピニスト、故小西政継氏の妻である小
西郁子氏に、政継氏の登山に対する想いや
エピソード、また登山と家族や子育てなど
についてお話しをうかがいます。山・登山
に興味のある方、ぜひご参加下さい。

◇内容

◇故小西政継氏の略歴
東京都生まれ
一ノ倉の岩壁に感動
19 歳で山岳同志会入会
世界各地の山に登頂
マッターホルン・グランドジョラス
チョゴリ (Ｋ２) など
マナスル登頂後行方不明 57 歳
◇政継氏の主な著書
　　　｢マッターホルン北壁｣
　　　｢ボクのザイル仲間たち｣
◇郁子氏の主な著書
　　　｢小西さんちの家族登山｣
関係書籍が中央公民館図書室にありますので
ご利用下さい。
◇いつ
　　9月 26 日 ( 水 )19 時～ 21 時
◇どこで
　　片品村文化センター会議室
◇対象　
　　中学生以上
◇申込
　　9月 25 日 ( 月 ) までに、教育委員会事務局、
　　高橋または樋口まで　tel　58-2144

子  

ど  

も  

ク  

ラ  

ブ  

宿  

泊  

活  

動 

武
尊
の
自
然
の
中
で
の
び
の
び
と

　

８
月
20
日
〜
21
日
、
武
尊
牧
場
キ

ャ
ン
プ
場
に
お
い
て
子
ど
も
ク
ラ
ブ

宿
泊
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
小
学

校
３
年
生
を
中
心
に
約
20
名
が
参
加

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
尾
瀬
高

生
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
武
尊
山
ハ

イ
キ
ン
グ
、
昆
虫
と
り
、
飯
ご
う
炊

さ
ん
、
ミ
ニ
花
火
大
会
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
活
動
を
し
ま
し
た
。

　

武
尊
山
ハ
イ
キ
ン
グ
で
は
、
尾
瀬

高
生
が
ガ
イ
ド
を
し
て
く
れ
て
、
ブ

ナ
の
林
や
池
の
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
な

ど
を
観
察
し
た
り
、
手
で
触
っ
て
み

た
り
し
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。
ま
た
、

夕
食
の
飯
ご
う
炊
さ
ん
で
は
、
班
ご

と
に
協
力
し
て
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を

作
り
ま
し
た
。
包
丁
で
に
ん
じ
ん
を

切
る
手
つ
き
に
ひ
や
ひ
や
し
ま
し
た

が
、
で
き
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
味
は

格
別
で
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
が
お
代

わ
り
を
し
て
い
ま
し
た
。
年
齢
を
越

え
て
自
然
の
中
で
体
験
し
た
こ
と
が
、

子
ど
も
た
ち
の
心
の
成
長
に
、
少
し

で
も
プ
ラ
ス
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
小
学
生
と
保
護
者
の
皆

様
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
尾
瀬
高

生
、
ま
た
協
力
し
て
下
さ
っ
た
キ
ャ

ン
プ
場
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

うまく切れたかな？

サンショウウオがいるよ
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お 

し 

ら 

せ

国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
証
更
新
に
つ
い
て

★
10
月
1
日
か
ら
被
保
険
者
証
が
更

新
さ
れ
ま
す
。
今
回
か
ら
一
人
一
枚

の
カ
ー
ド
と
な
り
ま
す
。

配
布
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

同
様
各
地
区
の
住
民
セ
ン
タ
ー
等
で

交
換
手
続
き
を
し
ま
す
。

　

９
月
中
旬
頃
に
日
程
表
を
回
覧
し

ま
す
の
で
ご
確
認
の
う
え
、
交
換
し

て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
通
学
や
仕
事
の
都
合
で
家

族
と
別
の
保
険
者
証
を
使
っ
て
い
る

方
も
更
新
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
現
在
お
使
い
の
被
険
者
証
を

お
手
元
に
用
意
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

　

現
在
、
保
険
税
の
未
納
が
あ
る
方

に
つ
い
て
は
、
状
況
に
よ
っ
て
は
短

期
あ
る
い
は
資
格
者
証
の
発
行
と
な

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
確

認
の
う
え
、
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
保
会
計
の
健
全
な
運
営
の
た
め
に
、

納
税
と
健
康
維
持
に
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　
　
（
５
８
）
２
１
１
５

犬
を
飼
っ
た
ら
必
ず
登
録
を

　

狂
犬
病
予
防
法
で
は
、
犬
を
飼
い

は
じ
め
た
ら
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
を
し
、
鑑
札
と
注
射
済
票
を
首
輪

に
装
着
す
る
こ
と
が
飼
い
主
に
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
違
反

す
る
と
、
20
万
円
以
下
の
罰
金
が
科

せ
ら
れ
ま
す
。

　

日
本
で
も
海
外
渡
航
者
に
よ
る
狂

犬
病
で
の
死
亡
も
報
告
さ
れ
て
お
り
、

家
の
中
だ
け
で
飼
っ
て
い
る
犬
で
あ

れ
ば
登
録
は
必
要
な
い
と
思
っ
て
い

る
方
の
未
登
録
が
、
片
品
村
に
お
い

て
は
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
飼
い

主
が
適
正
な
登
録
と
飼
い
方
を
し
な

い
と
、
犬
に
咬
ま
れ
る
な
ど
の
被
害

で
近
隣
住
民
の
方
へ
多
大
な
迷
惑
も

か
か
り
ま
す
。
登
録
と
予
防
注
射
を

必
ず
行
い
適
正
飼
養
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
飼
い
主
の
皆
様
へ
】

　

登
録
は
随
時
で
き
ま
す
の
で
、
登

録
料
３
，
１
０
０
円
を
持
参
の
う
え

生
活
環
境
課
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。

　
　
（
５
８
）
２
１
１
４

相　
　
　

談

秋
の
行
政
相
談
週
間

10
月
15
日
（
月
）
〜
21
日
（
日
）

「
き
き
ま
す
、
と
ど
け
ま
す
、

　
　
　

あ
な
た
の
声
を
行
政
に
」

　

片
品
村
を
担
当
し
て
い
る
行
政
相

談
委
員
は
林
聖
子(

は
や
し
き
よ
こ)

さ
ん
で
す
。
行
政
相
談
委
員
は
期
間

中
に
次
の
内
容
で
特
設
行
政
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

●　

日　

時　

10
月
15
日
（
月
）

　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●　

場　

所

　
　

片
品
村
役
場
会
議
室
〔
２
階
〕

　

こ
の
相
談
所
で
は
役
所
の
仕
事
に

つ
い
て

・
困
り
ご
と
が
あ
る
が
、
ど
こ
に
相

　

談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。

・
苦
情
が
あ
る
。

・
関
係
機
関
に
相
談
し
て
み
た
が
、

　

相
手
の
説
明
や
対
応
に
納
得
が
い

　

か
な
い
。

・
こ
う
し
て
ほ
し
い
。

・
制
度
や
仕
組
み
が
わ
か
ら
な
い
。

　

等
の
苦
情
や
問
い
合
わ
せ
に
応
じ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

●
問
合
わ
せ
先

総
務
課　
　
（
５
８
）
２
１
１
１

　

群
馬
県
地
域
情
報
推
進
協
議
会
で
は
、
県
民
の
皆
様
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
未
体
験

若
し
く
は
初
心
者
の
方
を
対
象
に
、 「
県
民
パ
ソ
コ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
」
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

●　

会　

場　
　

片
品
村
役
場
２
階
農
林
研
修
室

●　

日
程
及
び
定
員

　
　
　
　
　
　
　

10
月
23
日
（
火
）
午
前
の
部　

20
名　
　

午
後
の
部　

20
名

　
　
　
　
　
　
　

10
月
24
日
（
水
）
午
前
の
部　

20
名　
　

午
後
の
部　

20
名

●　

時　

間

　
　

午
前
の
部…

９
時
30
分
〜
12
時
30
分　

午
後
の
部…

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

●　

内　

容

　
　

パ
ソ
コ
ン
未
経
験
者
・
初
心
者
の
方
を
対
象
と
し
た
講
座
で
、
イ
ン
タ
ー

　
　

ネ
ッ
ト
の
体
験
を
中
心
に
パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

●　

対　

象　
　

群
馬
県
民
の
方
々

●　

受
講
料　
　

無
料

●　

申
込
期
限　

10
月
17
日
（
水
）
必
着

●　

申
込
方
法

　
　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
希
望
す
る
会
場
及
び
日
程
を
明
記
し
た

　
　

上
で
、
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
群
馬
県
情
報
政
策
課
ま
た
は
片
品
村
役
場
総

　
　

務
課
情
報
政
策
担
当
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
な
お
、
電
話
に
よ
る
申
込

　
　

み
も
受
け
付
け
ま
す
。

●　

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
先　

群
馬
県
情
報
政
策
課

　
　

〒
３
７
１
・
８
５
７
０　
　

前
橋
市
大
手
町
１
の
１
の
１

　
　

電
話　

０
２
７
（
２
２
６
）
２
３
３
４

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
７
（
２
２
４
）
２
８
１
２

　
　

片
品
村
総
務
課

　
　

〒
３
７
８
・
０
４
９
８　
　

片
品
村
鎌
田
３
９
６
７
の
３

　
　

電
話　

０
２
７
８
（
５
８
）
２
１
１
１

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
７
８
（
５
８
）
２
１
１
０

県
民
パ
ソ
コ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
の
参
加
者
募
集
！
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片
品
村
で
無
料
法
律

　
　
　
　
　

相
談
所
を
開
設

　

法
の
日
記
念
事
業
と
し
て
、
群
馬

弁
護
士
会
で
は
県
内
の
弁
護
士
不
在

町
村
を
中
心
と
し
て
、
無
料
法
律
相

談
所
を
一
斉
に
開
設
し
ま
す
。

●　

日　
　

時　

10
月
12
日
（
金
）

　
　

午
後
１
時
〜
４
時

●　

場　
　

所　

　
　

片
品
村
役
場
会
議
室
〔
２
階
〕

●　

相
談
時
間　

一
人
約
30
分

●　

申 

込 

み　

10
月
10
日
（
水
）

　
　

ま
で
に
役
場
総
務
課
へ
電
話
で

　
　

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　

　

こ
の
相
談
所
で
は
、
多
額
の
借
金

を
抱
え
て
悩
ん
で
い
る
方
や
、
交
通

事
故
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
な
ど
、

困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
方
は
遠
慮

な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

●
問
合
わ
せ
先

総
務
課　
　
（
５
８
）
２
１
１
１

調
停
相
談
会

　

沼
田
調
停
協
会
で
は
調
停
手
続
き

の
相
談
会
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。
金
銭
の
貸
し
借
り
、
土
地
建
物
、

交
通
事
故
な
ど
の
民
事
上
の
紛
争
及

び
相
続
や
親
子
・
夫
婦
間
の
も
め
事

な
ど
家
庭
内
の
問
題
で
お
困
り
の
方

は
、
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

●　

日　

時　

10
月
16
日
（
火
）

　
　

午
前
９
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　

午
後
３
時
30
分
ま
で

●　

場　

所 　
　

沼
田
簡
易
裁
判
所

●　

相
談
員　
　

裁
判
所
調
停
委
員

●　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

前
橋
地
方
裁
判
所
沼
田
支
部

　
　
　
　
（
２
２
）
２
７
０
９

労
災
に
関
す
る
相
談

　
（
財
）
労
災
保
険
情
報
セ
ン
タ
ー

（
Ｒ
Ｉ
Ｃ
）
は
、
厚
生
労
働
省
の
委
託

を
受
け
て
、
次
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

費
用
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

●　

相
談
業
務

　
　

労
災
医
療
・
労
災
補
償
等
の
労

　
　

災
保
険
制
度
全
般

●　

問
い
合
わ
せ
先
（
Ｒ
Ｉ
Ｃ
）

　
　

財
団
法
人　

労
災
保
険
情
報
セ

　
　

ン
タ
ー
群
馬
事
務
所

　
　
　
　

０
２
７(

２
４
３)

３
８
５
１

　
　

FAX　

０
２
７(

２
４
３)

３
８
６
０

　
　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

　
　

  

０
１
２
０
（
２
５
３
）
８
５
１

こ
こ
ろ
の
相
談
（
電
話
相
談
）

　

こ
こ
ろ
の
病
気
や
不
安
・
悩
み
を

も
つ
方
の
電
話
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。

●　

日　

時　

９
月
16
日
（
日
）

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

な
お
、
よ
り
多
く
の
方
の
相
談
を

受
け
る
た
め
、
個
々
の
相
談
時
間
を

制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。

●　

内
容

　
　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
は
相
談
が

　
　

で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
精
神

　
　

科
医
師
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
な

　
　

ど
が
電
話
相
談
に
当
た
り
ま
す
。

●　

対
象
者

　
　

こ
こ
ろ
の
病
気
や
不
安
・
悩
み

　
　

な
ど
の
相
談
の
あ
る
方

　
　
（
本
人
・
家
族
）

●　

専
用
電
話

　
　

０
２
７
（
２
９
０
）
２
９
２
０

●　

費
用　

無
料

（
但
し
、
電
話
代
は
か
か
り
ま
す
。）

●　

問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
内　

群
馬
県
精
神
保
健
福
祉
協
会
事
務
局

　
　

０
２
７
（
２
６
３
）
１
１
６
６

　

各
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、「
毎
月
第
２
土
曜
日
の
相
談
日
及
び
月
曜
日
の
時
間
延

長
相
談
時
」 

に
、
予
約
に
よ
る
年
金
相
談
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
前
橋
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
（
前
橋
市
亀
里
町
JA
ビ
ル
） 
で
は
、
平
日
に
実

施
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
次
の
「
利
用
方
法
」
及
び
「
予
約
制
の
申
込
み
電
話
番
号
」 
を
ご
確
認
の
う

え
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●　　

利
用
方
法

１
．
年
金
相
談
の
ご
予
約
は
、
1
か
月
前
か
ら
電
話
ま
た
は
年
金
相
談
窓
口
で
お
受
け

　
　

い
た
し
ま
す
。

２
．「
お
名
前
」、「
生
年
月
日
」、「
ご
住
所
」、「
電
話
番
号
」、「
基
礎
年
金
番
号
」、

　
　
「
ご
相
談
内
容
」
等
を
伺
い
ま
す
。

　
　

・
配
偶
者
の
方
の
基
礎
年
金
番
号
も
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

３
．
ご
予
約
時
間
を
確
認
い
た
し
ま
す
。

　
　

・
第
２
土
曜
日
は
、
９
時
30
分
か
ら
16
時
ま
で
。
月
曜
の
時
間
延
長
時
は

　
　
　

17
時
か
ら
19
時
ま
で
で
す
。

４
．
当
日
は
、
ご
予
約
時
間
の
５
分
前
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　

・
ご
予
約
の
受
付
は
、
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

・
前
の
方
の
ご
相
談
が
長
引
い
た
場
合
は
、
お
待
た
せ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●　

予
約
相
談
の
実
施
日
及
び
申
込
み
電
話
番
号

　
　
　

群
馬
社
会
保
険
事
務
局
桐
生
事
務
所　

毎
月
第
２
土
曜
日
・
第
２
月
曜
日
実
施 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

０
２
７
７
（
44
）
２
３
１
１

　
　
　

前
橋
社
会
保
険
事
務
所　

毎
月
第
２
土
曜
日
・
毎
週
月
曜
日
実
施　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

０
２
７
（
２
３
１
）
１
７
０
５

　
　
　

高
崎
社
会
保
険
事
務
所    

毎
月
第
２
土
曜
日
・
毎
週
月
曜
日
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

０
２
７
（
３
２
２
）
４
４
３
５

　
　
　

渋
川
社
会
保
険
事
務
所　

毎
月
第
２
土
曜
日
・
第
２
月
曜
日
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

０
２
７
９
（
22
）
１
６
１
１

　
　
　

太
田
社
会
保
険
事
務
所　

毎
月
第
２
土
曜
日
・
毎
週
月
曜
日
実
施    

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

０
２
７
６
（
49
）
３
７
１
１

前
橋
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー 

平
日　

実
施

（
予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
０
２
７
（
２
６
５
）
０
０
２
３)

※

前
橋
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
電
話
に
よ
る
相
談
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん

　　

年
金
相
談
に
お
越
し
の
際
は
、
年
金
手
帳
（
基
礎
年
金
番
号
通
知
）、
年
金
証
書
、
振

込
通
知
書
な
ど
、
ご
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
代
理
の
方
が
ご
相
談
に
来
ら
れ
る
際
に
は
、
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

予
約
制
に
よ
る
年
金
相
談
の
ご
案
内
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相　
　
　

談

10
月
は
土
地
月
間
で
す‐

地
価

　
　

評
価
等
無
料
相
談
会
を
開
催

　

土
地
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
限
ら
れ

た
貴
重
な
資
源
で
あ
り
、
日
常
生
活
や

経
済
活
動
に
欠
か
せ
な
い
基
盤
で
す
。

　

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
に
土
地
に
つ
い
て

の
関
心
を
高
め
、
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
こ
う
と
「
土
地
月
間
」
が
定
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
ち
な
み
、 

県
・ （
社
） 

群
馬
県

不
動
産
鑑
定
士
協
会
で
は
「
地
価
評
価

等
無
料
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

●　

日　

時　

10
月
4
日
（
木
）

●　

時　

間　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

●　

会　

場

　
　

前
橋
会
場　
　

前
橋
市
役
所

　
　

高
崎
会
場　
　

高
崎
市
役
所

　
　

桐
生
会
場　
　

桐
生
倶
楽
部

　
　

伊
勢
崎
会
場　

伊
勢
崎
市
役
所

　
　

太
田
会
場　
　

太
田
市
役
所

　
　

渋
川
会
場　
　

渋
川
市
役
所

●　

問
い
合
せ
先

　
　

県
庁
土
地
・
水
対
策
室

　
　
　

０
２
７
（
２
２
６
）
２
３
６
６

       （
社
） 

群
馬
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

　
　
　

０
２
７
（
２
４
３
）
３
０
７
７

募　
　
　

集

寄
居
山
温
泉
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　

指
定
管
理
者
募
集

　

保
健
福
祉
課
で
は
寄
居
山
温
泉
セ
ン

タ
ー
の
運
営
を
し
て
く
れ
る
団
体
を
次

の
と
お
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

●　

名　

称 　

寄
居
山
温
泉
セ
ン
タ
ー

●　

所
在
地 　

鎌
田
４
０
７
８
ー
１

●　

対　

象　

　
　

片
品
村
に
住
ん
で
い
る
者
及
び
条

　
　

例
規
則
に
沿
っ
た
運
営
の
出
来
る

　
　

団
体
。

●　

申
込
期
限　

　
　

指
定
希
望
団
体
は
平
成
19
年
９
月

　
　

末
日
ま
で
に
役
場
保
健
福
祉
課
に

　
　

申
請
書
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

●　

問
い
合
わ
せ
先　

保
健
福
祉
課

　
　
　
（
５
８
）
２
１
１
５

「
開
運
な
ん
で
も
鑑
定
団
」

　

平
成
20
年
８
月
３
日
（
日
）
沼
田
文

化
会
館
に
て
公
開
録
画
決
定
。

　

お
宝
鑑
定
品
依
頼
品
を
次
に
よ
り
募

集
し
ま
す
。

　

・
鑑
定
す
る
に
十
分
な
お
宝
を
持
っ

　
　

て
い
る
こ
と
。

　

・
安
易
に
入
手
で
な
く
ユ
ニ
ー
ク
な

　
　

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
こ
と
。

　

・
実
施
地
域
に
縁
や
ゆ
か
り
が
あ
る

　
　

こ
と
（
沼
田
城
・
真
田
家
に
ま
つ

　
　

わ
る
も
の
歓
迎
）

●　

問
い
合
わ
せ
先　

　
　

利
根
沼
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
　
（
２
３
）
０
６
１
６

　
　
　
（
２
２
）
４
１
５
６　

永
井 

地
域
サ
ポ
ー
タ
ー

　

尾
瀬
高
校
で
は
、
次
の
よ
う
な
学
校

活
動
、
生
徒
の
地
域
活
動
な
ど
の
時
に

お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。

　

・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
（
地
域
活

　
　

性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
で
の
地
域

　
　

案
内
人

　

・
授
業
等
で
の
外
部
講
師

　

・
職
業
人
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
長
期
職

　
　

場
取
材
で
の
生
徒
受
入

　

・
夏
季
合
宿
・
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に

　
　

お
け
る
協
力

　

・
図
書
館
開
放
に
伴
う
地
域
ボ
ラ
ン

　
　

テ
ィ
ア

　

・
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入

　

・
地
域
ご
意
見
番

　

・
そ
の
他

●　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

群
馬
県
立
尾
瀬
高
等
学
校

　
　
　
（
５
６
）
２
３
１
０

ス　

ポ　

ー　

ツ

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
勤
労
者
の
親
睦

と
体
位
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

卓
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●　

日　

時　

10
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜

●　

場　

所　

沼
田
市
勤
労
青
少
年

　
　
　
　
　
　
　

体
育
セ
ン
タ
ー

●　

参
加
資
格
及
び
チ
ー
ム
編
成

　
　
　
　

大
会
要
項
確
認
の
こ
と

●　

参
加
申
込　

　
　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

　
　

記
入
し
、
10
月
15
日
（
月
）
ま
で

　
　

に
申
し
込
む
。（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

●　

代
表
者
会
議　

　
　

10
月
22
日
（
月
）
午
後
７
時
か
ら

　
　

沼
田
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

●　

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

沼
田
市
経
済
部
商
工
観
光
課

　
　

工
業
振
興
係

　
　

  （
２
３
）
２
１
１
１

　

FAX
（
２
４
）
５
１
７
９

「
群
馬
銀
行
環
境
財
団
賞
」
募
集
要
項

１.

テ
ー
マ

①
地
球
環
境
や
生
態
系
を
守
る
た
め
の
身
近

　

な
実
践
活
動
、
研
究
、
提
案
な
ど

②
省
エ
ネ
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
身
近
な

　

実
践
活
動
、
工
夫
、
提
案
な
ど

２.

応
募
資
格

　

群
馬
県
内
の
、
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業

　

活
動
を
行
わ
な
い
法
人
・
団
体
な
ら
び
に

　

個
人
。 

※

な
お
、
小
・
中
・
高
等
学
校
お
よ
び
特
殊

教
育
諸
学
校
に
つ
い
て
は
、
従
来
よ
り
群
馬

県
環
境
教
育
賞
が
あ
り
、
当
財
団
も
後
援
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
賞
の
対
象
か
ら
除
き
ま

す
が
、
学
校
関
係
者
の
応
募
は
可
能
で
す
。

３.

応
募
方
法

　

応
募
用
紙
（
自
由
）
に
左
記
事
項
を
記
入

　

し
、
活
動
記
録
（5000

字
以
内
）
と
、

　

写
真
・
機
関
誌
・
研
究
報
告
等
の
主
な
資

　

料
を
添
え
て
末
尾
記
載
の
財
団
事
務
局
へ

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

①
応
募
者
の
名
称
（
団
体
名
又
は
個
人
名
）

　

代
表
者
の
氏
名
（
団
体
・
法
人
の
場
合
）

②
所
在
地
（
個
人
の
場
合
は
住
所
）

　
　
　
　
　

電
話
番
号

③
テ
ー
マ

※

な
お
、
応
募
書
類
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

４.

応
募
期
限　

平
成
19
年
12
月
14
日
（
金
）

５.

選
考
方
法
お
よ
び
賞
の
内
容

①
平
成
20
年
3
月
に
、
財
団
法
人
群
馬
銀
行

　

環
境
財
団
役
員
会
で
決
定
い
た
し
ま
す
。

②
助
成
金
：
1
点
10
万
円
（
7
点
以
内
）

６.

問
い
合
わ
せ
先　

　

財
団
法
人
群
馬
銀
行
環
境
財
団　

事
務
局

　

〒
３
７
１
ー
０
８
４
６

　

前
橋
市
元
総
社
１
７
１
ー
１

　
　

０
２
７
（
２
５
５
）
６
１
６
０

平
成
19
年
度
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講　

習　

会

普
通
救
命
講
習
会

　

“

応
急
手
当
を
身
に
つ
け
よ
う
！”

　

あ
な
た
の
身
の
ま
わ
り
で
起
こ
る
、

突
然
の
病
気
や
け
が
で
呼
吸
が
止
ま
っ

た
！
脈
拍
が
無
い
！
出
血
が
止
ま
ら
な

い
！
こ
ん
な
時
は
、
あ
な
た
が
行
う
応

急
手
当
が
、
そ
の
人
の
生
命
を
救
う
た

め
に
大
き
く
役
立
ち
ま
す
。

　

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部
で
は
、
救

急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
わ
ず
か
な
時

間
に
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
適

切
に
応
急
手
当
で
き
る
よ
う
、
平
成
19

年
度
個
人
向
け
普
通
救
命
講
習
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

●　

日　

時

　
　

平
成
19
年
10
月
21
日
（
日
）

　
　

午
前
９
時
か
ら
12
時
ま
で

　
　
（
８
時
30
分
か
ら
受
付
開
始
）

●　

実
施
場
所

　
　

利
根
沼
田
広
域
東
消
防
署

●　

定　

員　

15
名

●　

申　

込

　
　

東
消
防
署
で
午
前
８
時
30
分
か
ら

　
　

午
後
５
時
ま
で
受
付
（
電
話
申
込

　
　

土
・
日
・
祝
日
も
受
け
付
け
ま
す
）

●　

締
め
切
り

　
　

定
員
に
な
り
し
だ
い
又
は
開
催
日

　
　

の
２
日
前
（
金
曜
日
）

●　

そ
の
他

　
　

実
技
を
中
心
に
講
習
を
行
い
ま
す

　
　

の
で
、
動
き
や
す
い
服
装
で
お
願

　
　

い
し
ま
す
。

●　

問
い
合
わ
せ
先　

東
消
防
署

　
　
　
（
５
６
）
２
３
０
０

排
水
設
備
工
事

　
　
　

責
任
技
術
者
更
新
講
習

　

平
成
20
年
度
か
ら
、
日
本
下
水
道
協

会
群
馬
県
支
部
で
実
施
し
て
い
る
排
水

設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
の
制
度
が

変
更
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
す

で
に
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
の
資

格
を
有
す
る
人
に
は
、
講
習
を
実
施
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、

責
任
技
術
者
宛
て
に
連
絡
を
し
て
い
ま

す
が
、
あ
て
先
不
明
の
方
が
多
数
お
ら

れ
ま
す
。
講
習
を
受
講
し
な
い
と
、
排

水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
資
格
が
失
効

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
通
知
の

届
い
て
い
な
い
方
は
、
左
記
宛
て
ご
連

絡
下
さ
い
。

　　
　

高
崎
市
高
松
町
35
番
地
１

　
　

高
崎
市
役
所
総
務
課
内

　
　

日
本
下
水
道
協
会
群
馬
県
支
部

　
　
　

０
２
７
（
３
２
１
）
１
２
８
２

１０年後のぐんまの姿について語り合いませんか？
ワークショップメンバー募集

群馬県では、20 ～ 30 年後を見据えて、これから 10 年間

「ぐんまの社会資本整備はどのようなやり方で、何を整備

していけばよいか」という群馬県の指針となる「ぐんま

県土整備ビジョン」を策定しました。この指針に基づいて

今後 10 年間の事業計画である「地域プラン」　の策定作業

を開始します。検討にあたっては、道路整備や河川改修等

について県民のみなさんが日頃から感じていることや将来

への思いをお聴きする「地区別ワークショップ」を開催し

ます。みなさんのご参加をお待ちしております。

対　　象

利根郡・沼田市に在住・在勤で、県の道路整備や河川改修

などの社会資本整備に関心のある方

実施回数：平成 20 年 3月までに 3回を予定

募集期限：平成 19 年 9月 20 日（木）まで

募集方法：所定の応募用紙（郵送又は FAX にて受付）

※応募用紙は県土木事務所又は県ホームページ

　http://www.kendoseibi.pref.gunma.jp/ で入手できます。

その他

参加に対する報酬はありません。また、交通費等の必要経

費も実費となりますのでご了承ください。

問合せ先

沼田土木事務所（企画管理ｸﾞﾙｰﾌ ：゚地域ﾌﾟﾗﾝ担当）

　　（24）5511 ／ FAX （24）9943

開催日：2007 年 10 月 6日（土）
会　場：片品村文化センター
入場料：￥2,000　当日券￥2,500（税込み）

当日朝 10 時～
プレイイベント「おいしいかたしな」+α  ⇒  出店者募集
「男はつらいよ」キャラクターそっくりさん大集合！⇒参加者募集
場所は片品村文化センター前広場

●主催／尾瀬の森映画祭実行委員会
●後援／片品村・片品村教育委員会・片品村観光協会
　　　　片品村商工会・片品村農業協同組合・片品村森林組合
　　　　尾瀬林業株式会社・上毛新聞社
●協力／松竹株式会社・NPO法人尾瀬和楽舎
●問い合わせ
尾瀬の森映画祭実行委員会事務局
（NPO法人尾瀬和楽舎内）TEL 0278-58-2858
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試　
　
　

験

平
成
19
年
度
自
衛
官
等
採
用
試
験

●　

二
等
陸
・
海
・
空
士

　

▼
受
験
資
格
・

　
　
　
　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
﹇
男
子
﹈

　

▼
受
付
期
間
・
通
年

　

▼
一
次
試
験
日
・
受
付
時
に
通
知

●　

看
護
学
生

　

▼
受
験
資
格
・

　
　

高
卒(

見
込
含)

24
歳
未
満
﹇
男
女
﹈

　

▼
受
付
期
間
・

　
　

平
成
19
年
９
月
７
日
〜
28
日

　

▼
一
次
試
験
日
・

　
　

平
成
19
年
10
月
14
日
（
日
）

●　

防
衛
大
学
校
生

　

▼
受
験
資
格
・

　
　

高
卒(

見
込
含)

21
歳
未
満
﹇
男
女
﹈

　

▼
受
付
期
間
・

　
　

平
成
19
年
９
月
７
日
〜
28
日

　

▼
一
次
試
験
日
・

　
　

平
成
19
年
11
月
10
日(

土)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
11
日(

日)

●　

防
衛
医
科
大
学
校
学
生

　

▼
受
験
資
格
・

　
　

高
卒(

見
込
含)

21
歳
未
満
﹇
男
女
﹈

　

▼
受
付
期
間
・

　
　

平
成
19
年
９
月
７
日
〜
28
日

　

▼
一
次
試
験
日
・

　
　

平
成
19
年
11
月
３
日(

土)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
４
日(

日)

●　

予
備
自
衛
官
補

　

▼
受
験
資
格
・﹇
男
女
﹈

　
　
〈
一
般
〉
18
歳
以
上
34
歳
未
満

　

▼
受
付
期
間
・

　
　

平
成
19
年
７
月
17
日
〜
10
月
15
日

　

▼
一
次
試
験
日
・

　
　

平
成
19
年
10
月
20
日
（
土
）

●　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

自
衛
隊
沼
田
地
域
事
務
所

　
　
　
（
２
３
）
４
１
１
１

群
馬
地
方
協
力
本
部
Ｈ
Ｐ

　

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/gunm

a

イ
ベ
ン
ト

ぐ
ん
ま
の
山
村
・
グ
リ
ー
ン

　
　
　

ツ
ー
リ
ズ
ム
体
験
フ
ェ
ア

　

群
馬
の
農
村
・
山
村
地
域
を
大
人
か

ら
子
供
ま
で
身
近
に
体
験
し
て
も
ら
う

た
め
、
特
産
品
の
販
売
や
実
園
・
体
験

を
中
心
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。

●　

日　

時　

９
月
30
日(

日)

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●　

会　

場　

群
馬
県
庁

●　

内　

容　

農
産
物
の
新
鮮
野
菜
や

　
　

工
芸
品
の
展
示
即
売
、
伝
統
工
芸

　
　

や
食
の
体
験
が
で
き
る
田
舎
ま
る

　
　

ご
と
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
農
山
村
の

　
　

伝
統
芸
能
演
舞
、
農
山
村
の
特
産

　
　

物
や
宿
泊
券
な
ど
が
当
た
る
ふ
れ

　
　

あ
い
抽
選
会
な
ど
。

●　

入
場
料　

無
料

（※

一
部
の
体
験
な
ど
は
か
か
り
ま
す
）

●　

参
加
方
法　

当
日
、
直
接
会
場
に

　
　

お
越
し
下
さ
い

●　

問
い
合
わ
せ
先　

ぐ
ん
ま
の
山
村

都
市
交
流
事
業
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
県
庁
地
域
創
造
課
内
）　

　
　
　

０
２
７
（
２
２
６
）
２
３
５
２

『
水
、
よ
み
が
え
れ
！

　
　
　
　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』

　

下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
・
合
併
処

理
浄
化
槽
の
役
割
と
必
要
性
な
ど
を
広

く
県
民
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
次
の
と
お

り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

●　

日　

時　

９
月
17
日 （
敬
老
の
日
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●　

会　

場　

群
馬
県
庁

　
　
　
　
　
　

１
階
県
民
ホ
ー
ル

●　

内　

容 　

※

入
場
無
料

①
関
係
団
体
に
よ
る
各
種
資
料
の
配

　

付
、
写
真
パ
ネ
ル
・
模
型
な
ど
の

　

展
示
。

②
ゲ
ス
ト
を
招
い
た
Ｆ
Ｍ
ぐ
ん
ま
公

　

開
生
放
送
（
午
後
１
時
〜
２
時
）。

　

終
了
後
、Ｆ
Ｍ
ぐ
ん
ま
の
オ
リ
ジ
ナ

　

ル
グ
ッ
ズ
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会

　

を
行
い
ま
す
。

●　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

県
庁
下
水
環
境
課

　
　
　

０
２
７
（
２
２
６
）
３
６
８
９

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

須
賀
川

御
座
入

菅　

沼

築　

地

下　

平

摺　

渕

幡　

谷

鍛
治
屋

栃
久
保

登　

戸

山　

崎

栗　

生

針　

山

下
小
川

中　

井

穴　

沢

上
小
川

白
根
・
丸
沼

太　

田

細
工
屋

阿　

村

上　

而

中　

里

新　

井

古　

仲

伊
閑
町

閑　

野

戸　

倉

鎌
田
１

鎌
田
２

鎌
田
３

鎌
田
４

鎌
田
５

村
全
体

国保税 固定資産税 村全体(国保税) 村全体(固定資産税)

平成 19年度　国保税第 4期・固定資産税第 2期　納税率調（税額）

（平成 19 年　8月 10 日現在）
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柳
澤
治
樹
さ
ん
（
鎌
田
）

　

平
成
12
年
か
ら
片
品
村
に
住
み
始

め
、
現
在
、
菅
沼
で
14
棟
の
ト
マ
ト

ハ
ウ
ス
を
栽
培
し
て
い
る
柳
澤
さ
ん
。　

　

片
品
村
に
住
み
始
め
た
き
っ
か
け

は
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
片
品
村
に
訪

れ
雪
質
や
ゲ
レ
ン
デ
を
気
に
入
り
、

冬
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
と
な
り
、
夏
は
利
根
村
の
ト

マ
ト
農
家
で
働
き
だ
し
ま
し
た
。
ト

マ
ト
農
家
で
３
年
間
働
く
と
片
品
村

で
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
が
で
き
る
環
境
を

整
え
る
た
め
自
ら
ト
マ
ト
農
家
と
な

り
ま
し
た
。

   

畑
は
、 

ス
キ
ー
場
で
お
世
話
に
な
っ

て
い
た
先
輩
が
武
尊
山
の
見
え
る
所

を
貸
し
て
く
れ
、
初
年
か
ら
12
棟
建

て
ま
し
た
。
大
き
な
失
敗
も
な
く
安

定
し
た
出
荷
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
裏
で
は
一
人
で
管
理
す
る
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
一
番
良
い
か
？
常
に

向
上
心
を
持
ち
続
け
な
が
ら
作
業
を

し
て
い
ま
す
。

　

目
を
引
い
た
の
は
、
ト
マ
ト
の
ツ

ル
を
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
で
一
本
ず
つ

巻
き
な
が
ら
ハ
ウ
ス
の
端
ま
で
通
し

て
い
く
方
法
。
ツ
ル
が
真
っ
直
ぐ
に

な
り
、
お
互
い
の
間
隔
が
均
等
に
空

き
、
ト
マ
ト
に
傷
が
付
き
に
く
く
な

る
と
言
い
ま
す
。
も
ぎ
取
り
は
奥
さ

ん
の
由
理
さ
ん
も
出
勤
前
に
手
伝
い
、

後
は
一
人
で
暗
く
な
る
ま
で
働
く
そ

う
で
す
。

高
い
所
も
自
家
製
高
下
駄
で
楽
に
作
業

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
む
治
樹
さ
ん

　

畑
の
隅
に
は
休
憩
用
の
テ
ン
ト
と

運
動
用
の
大
き
な
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
が

あ
り
、
暑
い
ハ
ウ
ス
を
出
た
後
の
気

分
転
換
と
し
て
重
宝
し
て
い
ま
す
。

   

夫
婦
共
通
の
目
標
は
、 

ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
の
全
日
本
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
タ
ー

に
選
ば
れ
る
こ
と
。
今
度
の
冬
は
２

年
に
一
度
の
選
考
会
が
あ
り
ま
す
。

※

畑
や
地
域
で
皆
さ
ん
に
良
く
し
て

い
た
だ
い
て
感
謝
に
堪
え
な
い
そ
う

で
す
。
デ
モ
は
男
子
６
名
、
女
子
３

名
と
い
う
狭
き
門
で
す
が
、
目
標
を

持
っ
て
日
々
を
送
る
こ
と
は
素
晴
ら

し
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

                 

柳
澤
さ
ん
頑
張
れ
！

気
分
転
換
に
読
書
や
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
も

保 

険 

だ 

よ 

り

今
月
は
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
様
々
な
事
柄
に
関
す
る
月
間
、

週
間
と
な
っ
て
い
る
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◎
健
康
増
進
普
及
月
間
（
９
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
）

　

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
る
た
め
に
は
、『
運
動
』『
栄
養
』『
禁
煙
』

な
ど
、
よ
い
生
活
習
慣
を
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
生
活
リ
ズ
ム
を

リ
セ
ッ
ト
し
て
、
自
分
の
で
き
る
健
康
づ
く
り
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

◎
結
核
予
防
週
間
（
９
月
24
日
か
ら
30
日
ま
で
）

　

長
引
く
咳
、
た
だ
の
風
邪
だ
と
思
っ
て
放
置
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

結
核
は
昔
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
結
核
は
空
気
感
染
す
る
こ
と

か
ら
、
誰
で
も
か
か
る
可
能
性
の
あ
る
病
気
で
す
。
結
核
に
関
心
を

も
ち
、
正
し
い
知
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

《
早
期
受
診
が
大
切
》

・
結
核
の
初
期
症
状
は
，
せ
き
や
タ
ン
な
ど
風
邪
の
症
状
に
よ
く
似

て
い
ま
す
。
２
週
間
以
上
，
咳
が
続
く
場
合
に
は
，
風
邪
だ
と
思
い

込
ま
ず
に
，
医
療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

《
結
核
の
予
防
》

・  

Ｂ
Ｃ
Ｇ
は
、
早
期
に
結
核
の
免
疫
を
つ
け
て
、
乳
児
の
重
症
結
核

を
防
ぐ
予
防
接
種
で
す
。
生
後
６
ヶ
月
ま
で
に
、
必
ず
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

「
一
人
ひ
と
り
の
障
害
の

あ
る
人
を
大
切
に
す
る
社
会
を
」

知
的
障
害
者
福
祉
月
間

 
 
 
 

９
月
１
日
�
９
月
３
０
日
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広
 報
   「
 か
 た
 し
 な
 」   は

 尾
 瀬
 の
 木
 道
 を
 材
 料
 に
 し
 た
  エ
 コ
 ペ
 ー
 パ
 ー
 を
 使
 用
 し
 て
 い
 ま
 す
 。
　
    印
 刷
 所
 ／
  笠
 原
 印
 刷
 ㈲
  　
　
制
 作
 ･デ
ザ
イ
ン
／
  ㈲
 尾
 瀬
 生
 活

eqRoY0yUh++eqRoY0yUh++

休日の病院（緊急時）
９月 １０月

30 日（日）　内田病院

22 日（土）　沼田脳神経外科
23 日（日）　利根中央病院

29 日（土）　月夜野病院

  6 日（土）　国立沼田病院
  7 日（日）　沼田脳神経外科

  8 日（月）　利根中央病院24 日（月）　利根中央病院
13 日（土）　利根中央病院
14 日（日）　月夜野病院

今月の
納期は

国 民 健 康 保 険 税  第 6 期
固   定   資   産   税    第 3 期

納期は　１０月１日（月）です
口  座  振  替  の  方  は  事  前  に  残  高  確  認  を  ！

上   下   水   道   料    第 3 期

瑠 南 ちゃん

る       な

田邊　明宏　明美さん（土出）のお子さん
命名

上のお姉ちゃんたちが二文字だったの
で、二文字の名前を考えていたところ
「るな」 という名前をみつけ、画数のい
い「瑠南」と名付けました。

将来どんな人になってほしいですか
人の事を思いやれる優しい心を持った
人になってほしいです。

平成 1８年９月１８日

星野　学　　江里さん（菅沼）のお子さん
珠 奈 ちゃん

み       な

命名
珠のように力強く元気で、真珠のよ
うに清く美しく育つように命名しま
した。
将来どんな人になってほしいですか

いつも明るく、まわりの人に元気を
与えられるような強くやさしい美し
い女性になってほしいです。

平成 1８年１１月１０日

　

東
小
川
上
小
川
出
身
で
、
埼
玉
県

上
尾
市
「
株
式
会
社
ニ
チ
ネ
ン
」
代

表
取
締
役
の
小
林
始
さ
ん
か
ら
尾
瀬

国
立
公
園
誕
生
の
事
業
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。
ご

趣
旨
に
添
う
よ
う
有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

小
林
さ
ん
は
昭
和
15
年
生
ま
れ
で
、

29
年
ま
で
片
品
村
で
過
ご
し
ま
し
た
。

　

昭
和
59
年
起
業
し
、
現
在
は
営
業

所
を
５
ヶ
所
・
工
場
を
４
ヶ
所
・
海

外
子
会
社
３
社
等
を
展
開
し
、
旅
館

等
で
使
う
固
形
燃
料
で
は
国
内
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
19
年
４
月
か
ら
片
品
村

の
誘
致
企
業
と
し
て
清
涼
飲
料
水
の

生
産
工
場
と
し
て
「
尾
瀬
工
場
」
を

設
立
し
ま
し
た
。

小
林
社
長
と
千
明
村
長

寄
附
金　

２
，
０
０
０
，
０
０
０
円

　

丸
沼
高
原
ス
キ
ー
場
様
か
ら
日
光

白
根
山
の
火
山
岩
を
加
工
し
て
作
成

し
た
プ
ラ
ン
タ
ー
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
水
は
け
も
良
く
花
や

植
木
に
は
最
高
と
の
こ
と
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寄
贈　

プ
ラ
ン
タ
ー
２
個寄贈された火山岩のプランター

to [ b [ S

このカラーコードは携帯電
話端末から片品村観光協会
のインターネットサイトに
簡単にアクセスできます。
観光協会では全国初、一般
企業を含めても群馬県で初
めての導入です。　デザインは、尾瀬を思わせるも
のにして『尾瀬』＝『片品村』というイメージをより
強く印象付け『尾瀬の郷片品村』を全国へ向け発信
していきたいと考えています。

片品村観光協会カラーコード

カラーコードへのアクセス方法は、カラーコードリー
ダーを無料ダウンロードしてから閲覧できます。

●  問い合せ先
片品村観光協会
ＴＥＬ５８‐３２２２

善　　意

平
成
19
年
７
月 

20 

日 

〜 

８
月
19
日

お  

め  

で  

た

星　

信
弘　

女　

舞
結
子  

東
小
川

ま   

ゆ  

こ

深
見　

勝
子   

65
歳　

土
出

鏑
木　

永
次   

87
歳　

土
出

佐
藤　

政
博   

56
歳　

土
出

　

亡
く
な
ら
れ
た
方 

３
人

　

午
前　

8
時
30
分
〜

　

午
後　

12
時
15
分
迄

年
始
年
末
を
除
く
毎
週
土
曜
日
、

住
民
課
各
種
証
明
書
発
行
及
び

収
納
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

“

土
曜
日
窓
口
業
務
開
設
中”

窓   

口   

か   

ら

お  

く  

や  

み

★
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん  

１
人

９
／
中
〜　

尾
瀬
草
紅
葉

10
／
６　
　

尾
瀬
の
森
映
画
祭

10
／
１
〜
21　

か
か
し
祭
り

花
の
駅
・
片
品
「
花
咲
の
湯
」

　

か
か
し
大
募
集(

９
／
25
ま
で)

　
　

グ
ラ
ン
プ
リ

　

商
品
券
５
万
円
分
＋
副
賞

　
　

準
グ
ラ
ン
プ
リ

　

商
品
券
３
万
円
分
＋
副
賞

　

他
商
品
盛
り
だ
く
さ
ん

10
／
１　
　

　

就
業
構
造
基
本
統
計
調
査
が

　

実
施
さ
れ
ま
す
。
ご
協
力
よ

　

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。




